


   

 

2011年度ふりかえり 
▼活 動 

2011年度は、2009-2011中期計画の最終年度として、①加盟団体合同キャンペーン「地球の未来に、

いっちょかみ。」の実施 ②他セクター（大学）との連携をテーマとした研究会の開催 ③NGOの組

織強化 に取り組みました。 

東日本大震災救援を展開する加盟団体の後方支援、「緊急救援におけるネットワークNGOの役割」に

ついての加盟団体との意見交換、「防災コミュニティ」に求められる考え方や取り組み手法を学ぶ研

修（海外から講師招聘）も実施しました。 

 

2009-2011中期計画のふりかえりで浮き彫りになったことは、①社会課題を解決するアクターが多様

化するなかで、NGOに求められる役割も変化している、②地域ネットワークNGOである関西NGO協議

会（以下当会）にとって、単独で収益を生み出す自主事業の実施は困難。個別の団体をうまく巻き込

む必要がある、③加盟団体のニーズも多様化し、個別対応が求められている、ということでした。 

 

▼組織運営 

選挙により理事団体が改選され、新理事メンバーによって新たに、代表理事 飛田雄一（（財）神戸

学生青年センター）と副代表理事 服部隆志（（特活）アーユス仏教国際協力ネットワーク関西事務

局）が選出されました。事務局長も奥谷充代に交代しました。 

自主事業の充実と自己資金の開拓を試みていますが、成果に結びついておらず、収入において、受託

事業の割合が高くなりました。キャッシュフローのひっ迫に直結するリスクが想定され、常に注視す

る必要があります。 

ガバナンスの整備については、各種規定を策定しました。また、公認会計士のアドバイスを受けなが

ら、認定NPO法人格取得に向けた準備をおこない、2012年度に申請する予定です。 

 

2012年度 活動方針 
▼活動 
新たな中期計画（2012－2014）の1年目として、下記2項目を中心に活動します。 
 
(1)ネットワークNGOとしての経験及び加盟団体との協力体制を活用した、他セクターや他分野の 
  NGO/NPOとの連携、協働を促進します。 
   ①地域ネットワークの経験と情報収集力を活かした企画を立案し、他セクター（外務省・ 

    JICA・大学・企業など）や他分野のNGO/NPOに提案します。 
    また、加盟団体とのマッチングも積極的に促進します。 
   ②NGO活動の担い手育成につなげる、多様な参加方法を提案していきます。 
   ③管理費までカバーできる事業の実施、資金の獲得をめざします。 

 
(2)加盟団体の組織強化、スタッフの能力強化に貢献します。 

  多様化している各加盟団体のニーズの把握に努め、当会関係者（専門性の高いアドバイザー 
  や個人会員）の協力を得て、個別のコンサルティングやNGOスタッフ向け研修事業を行います。 
 
▼組織運営 

認定NPO法人格を取得するとともに、ガバナンスの整備に取り組みます。 

 

(1)2012－2014年度中期計画を策定します。 

(2)認定NPO法人格を取得します。 
(3)財務、労務、事務所の組織維持に関するカバナンスの整備を行います。 
(4)常にミッションや中期計画を確認する一貫性、透明性の高い意志決定を心掛けます。 
  

2011年度ふりかえりと2012年度活動方針 
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NGO間の連携や協力を促進することで、個々のNGOの力を高めていきます。 

１．地域および全国的なNGOの連携および 

  協力関係の促進事業（ネットワーク） 

2011年度活動・成果報告 

▼加盟団体との合同キャンペーンを中心に、NGO間のネットワークの充実をはかりました。 

 

ネットワーク・ミーティング 
ネットワーク・ミーティングは、関西NGO協議会の会員が集まる交流の場として、団体間の

情報交換や学習会を実施しています。 

2011年度は 地域NGO提案型研修とあわせて開催しました。海外から招聘したゲスト講師を

囲んで交流を深めました。            

 

加盟団体との合同キャンペーン「地球の未来に、いっちょかみ。」 
「国際協力や地球規模の課題に関心があるけれど、何をしたらよいかわからない」層を対象

に、国際協力活動のすそ野を広げることを目的に、加盟団体と合同でキャンペーンを2009年
度より実施しています。 

2011年度は「地域密着」をキーワードに、カフェイベントや写真展、キャリアセミナーや国

際機関・企業とのイベント、スタディツアー説明会などを実施し、広く国際協力やNGOの活

動について知っていただくことをめざしました。 
 

「地球の未来に、いっちょかみ」特設ウェブサイトを開設し、双方向型広報や気軽な参加メ

ニューを展開しました。 

 →http://www.kansaingo.net/campaign/ 
 

 

 

  

 

 

 

 

NGOと企業との協働コーディネート 
他セクターや他分野のNGO/NPOとの連携、協働を促進し、加盟団体とのマッチングサポー

ト、コーディネート業務をおこなっています。 

当会及び他セクターなどに対する加盟団体の潜在的ニーズを把握し、当会と加盟団体との協

働体制の構築および強化する必要があると考えます。また、当会の各事業を連携と協働の場

に活用することを推進します。 
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2012年度活動計画 

▼NGO間、NGOと他セクターとの連携をテーマにしたネットワークづくりをおこないます。 

ネットワーク・ミーティング 
加盟団体からの要望によるテーマの設定、開催日時や場所の工夫をおこない、魅力的な『集

い合い、問い合い、学び合う“場”』 となるミーティングを開催します。 

 

外務省 NGO研究会 「大学とNGOの連携」  
2011年度に引き続き、同テーマを〈政策レベル〉ではなく〈草の根の活動レベル〉で、〈中

央の眼差し〉ではなく〈地域の眼差し〉で、そして、〈大規模な大学や国際NGOの視点〉で

はなく〈中小規模の大学・NGOの視点〉でそれぞれ定位し、詳細に分析します。 
特に本年度は、「NGO側から大学側への働きかけ」を促進するためには、どのような視点、

考え、取り組みが有効なのか、に重点を置きます。両者の立場を熟知する元NGO関係者（理

事・スタッフ）で現在は大学教員である方々に、本研究会の中核を担っていただくことも検

討しています。 
九州地域での実施に関しては、（特活）NGO福岡ネットワークにご協力いただきます。    

 

NGOと企業との協働コーディネート 
企業の社会貢献担当者やCSR担当者が 数多く所属する「フィランソロピー・CSRリンクアッ

プフォーラム」の会員を継続して人脈を培い、加盟団体とのマッチングサポート、コーディ

ネート業務を促進させます。 

外務省 NGO研究会 「大学とNGOの連携」  
4部会で検討、実施し、大学が持つ“強み”を、中小規模のNGOの「組織力の強化」「スタッフ

の能力向上」につなげることをめざしました。公開シンポジウムを開催し、事業報告書を作

成しました。 
（1）「大学とNGOの連携」の現状や課題調査、それぞれの特徴と比較優位性研究 
（2）「大学とNGOの連携」のグッドプラクティス研究 
    ■龍谷大学と関西NGO協議会の連携を事例として 
（3）大学とNGO（＋他セクター）による共同事業立案 

 ■NGO・作業所・大学の3者連携による新たなフェアトレード商品の開発 
 ■大学とNGO・それぞれのスタディツアーに関するデータベースの構築 

（4）海外における「大学とNGOの連携」研究 
    ■韓国から関係者を招いた公開シンポジウム開催（京都市・福岡市） 
＊福岡市での開催においては、（特活）NGO福岡ネットワークにご協力いただきました。 
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2011年度活動・成果報告 

▼これまでの活動で構築したネットワークを活用したNGOや他セクターとの協働により、国

際協力やNGOの活動について学ぶためのユニークな場を提供できました。 

大学でのユニット型講義 
当会スタッフが講師として、計5大学

にてユニット型の講義を担当しまし

た。国際協力の現状やNGOの活動を伝

えるだけでなく、持続可能な循環する

社会のあり方、市民活動の意義につい

ても講義内容に取りいれる工夫をして

います。 

 

パナソニック提供 龍谷講座in大阪 

「今、国際人材として知っておいてほしいこと 

 ～社会貢献・国際協力入門講座～」 
2009年度より、パナソニック（株）、龍谷大学と三

者共催で実施しています。講座（18回）講師は、加

盟団体スタッフや個人会員、大学教員、企業関係者

が務め、マスメディアでは取り上げられることが少

ない、最新の情報を元に講義を行いました。 

現役世代の社会人が受講者の50～60％を占め、NGO
のみならず、企業、大学、官公庁への認知も年を

追って広がり、評価も高くなっています。  

 

「フィールドワーク実習Ⅱ」支援 
龍谷大学の実施する「フィールドワーク実習Ⅱ」は、NGOのスタディツアー・ワークキャン

プへの参加を単位として認定する科目です。当会は、これまで蓄積してきたスタディツアー

に関する知見を活かし、説明会の実施、受入先の調整、個別相談会、渡航前オリエンテー

ションの開催などを担当しました。 

 

スタディツアー合同説明会 
（株）マイチケット、龍谷大学ボランティア・NPO
活動センターとの共催で、スタディツアーやワーク

キャンプに関心のある層を対象に、複数のNGOが合

同でスタディツアーやワークキャンプの情報を提供

しています。 

2011年度は京都で2回、大阪で1回開催し、加盟団体

をはじめとするスタディツアー実施団体がブース出

展をおこないました。 

 

途上国の人々が抱えている問題が私たちの生活と深くつながっていることを認

識し、お互いが学びあうことができるような気づきの機会を提供します。  

２．国際協力に関する知識の普及、啓発事業 

大学および学部 講義名 

立命館大学産業社会学部 NGOボランティア組織論 

京都光華女子大学文学部 NPO･NGO入門Ⅰ・Ⅱ 

帝塚山学院大学リベラルアーツ学部 NGO・NPO論 

関西学院大学人間福祉学部 NGO論 

龍谷大学経済学部 国際NGO論 
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2012年度活動計画 
▼さまざまな層が気軽に国際協力やNGOの活動を知ることのできる機会・場を提供します。 

大学でのユニット型講義 
6大学で講義を実施する予定です。現在のNGOの動向に関する情報の提供など、当会の強み

を活かした特色のある講義を行います。 

 

パナソニック提供 龍谷講座in大阪 

「今、国際人材として知っておいてほしいこと～社会貢献・国際協力入門講座～」 
平和構築、貧困、教育、人権、環境などそれぞれの課題に果敢に挑んでいる、加盟団体ス

タッフや個人会員、大学教員、企業関係者が講師を担います。講座専用Facebookを開設し、

受講者と加盟団体との双方向のつながりをめざします。 

 

「フィールドワーク実習Ⅱ」支援 
学生が参加できるツアーの種類を増やし、参加者増加に努めます。 

 

スタディツアー合同説明会（春・秋） 
（株）マイチケット、龍谷大学ボランティア・NPO活動センターとの共催で開催します。 

 

エコポイント寄付による「世界とつながるカフェイベント」 
ひとつの大きなテーマのもと複数回シリーズで開催するなど、新しい試みも検討します。  

 

第26期関西NGO大学 
合宿形式の連続講座を開催します。 

エコポイント寄付による「世界とつながるカフェイベント」 
当会は、グリーン家電の購入やエコ住宅の購入・エコ

リフォームで発行される「エコポイント」の寄附対象

団体となっています。いただいたご寄付で、カフェで

の食事と講師のお話を通して世界で起こっている問題

と私たちの足元の問題とのつながりを考える「世界と

つながるカフェイベント」を開催しています。 

2011年度は、（特活）AMネット及び（公財）PHD協会

との共催で、大阪市にて「水からつながる日本とアジ

ア～日本とネパール、インドネシアの農家が語る

「水」をめぐるドラマ～」を、（公財）大阪YWCAとの

共催で、大阪市にて「ゆるりカフェ企画 」第1回西谷

文和さん（イラクの子どもを救う会）・第2回竹内英二さん（医食コラボ研究会代表、食生

活アドバイザー） を開催しました。 

 

第25期関西NGO大学 
国際協力への理解が広がるなか、それが一時的なものにとどまらず、日常的な生活に根ざし

ていくこと、そして好ましい開発のありかたを考える人の育成をめざします。 

2011年度は、3.11を受け、国際協力を含め、社会のありようを問いなおし、開発のあり方か

ら未来を展望することをめざした講座を実施しました。月1回・1泊2日計6回の講座のなか

で、参加型のワークショップやグループワークを通して学びを深めました。 
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３．国際協力を促進するための提言事業 

2011年度活動・成果報告 

▼ODA（政府開発援助）のあり方に関して政府機関と協議をおこない、講座を開催しました。 

NGOとODA関連機関との対話のコーディネート、参加 
NGOと外務省、JICAとのあいだでそれぞれおこなわれる定期協議に参加し、地域のNGOの視

点から適切な提言をおこなうとともに、定期協議の場で話し合われている内容を加盟団体に

共有しました。 

NGO-外務省定期協議では、提言専門委員が連携推進委員会委員として参加しました。また

NGO-JICA協議会では事務局業務のほか、コーディネーターとしても参加しました。 

一方で、地域における政策提言の担い手育成が当面の課題となっています。 

 

ODAに関する情報提供、啓発 
■講座「My国際協力を見つけよう！～国際協力、私の場合～」計3回 
「NGOや国際協力との関わり方」を主軸に、講師がどのような問題意識で国際協力に関わっ

てきたのか実体験を紹介することによって、参加者がNGOや国際協力への関わり方をよりリ

アルに考えられる機会とし、今後の具体的な活動につなげることを目的としました。 
 

 

声明文及び意見書の発信、賛同 
■「TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）協議に関する情報公開と市民参加に向けての申し

入れ」（2012年2月20日） 呼びかけ団体 
■「原子力資機材の輸出及び公的信用の付与に際して独立した審査プロセスの確立を求める

緊急声明」（2012年3月8日）  賛同団体 
 

よりよい国際協力を実現するため、政府機関等との対話や広く社会に対しての

提言をおこないます。 

2012年度活動計画 

▼政策提言の担い手発掘、育成に重点をおき、政策提言やODAについてのわかりやすい、最

新の情報を発信します。 

NGOとODA関連機関との対話の促進、参加 
外務省やJICAとの定期協議に参加し、地域のNGOの視点から適切な提言をおこないます。ま

た、定期協議の場で話し合われている内容を加盟団体にわかりやすく共有します。  
 

ODAに関する情報提供、啓発 
「ODAナビ」（http://www.odanavi.net/）は、ODAに関心を持ち情報を求めている人に

ODAに関する様々な情報を提供するポータルサイトです。基本情報の更新やリンク集の整理

などをおこない、よりわかりやすいウェブサイトにリニューアルします。 
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４．NGO活動に関する相談及び支援事業 

2011年度活動・成果報告 

▼ボランティアや寄付、NGOへの就職に関する相談を受けました。 

国際協力・NGOに関する相談 
国際協力やNGOに関心を持つ、市民やNGOからの問い合わせ及び照会に応対しています。

2011年度は、相談対応の質を高めることと、加盟団体との協働促進を重点にして業務に取り

組みました。具体的には、個別の相談対応で可能な限り加盟団体を紹介することに加え、ス

タディツアー説明会やワン･ワールド･フェスティバルの中でキャリアセミナー（インターン

説明会）を実施し、加盟団体にも出展いただきました。また、広報用映像（約5分）を作成

しました。 
2011年5月～2012年3月の相談件数：約450件 
出張サービス実績：6件 

より多くの人々がNGO活動に参加できるよう、情報提供をおこないます。 

2012年度活動計画 
▼関西地域のより多くの方からの相談を受ける窓口になります。 

国際協力・NGOに関する相談 
引き続き外務省委託「NGO相談員」として相談対応をおこないます。相談対応の質を高める

とともに、加盟団体とマッチングが成立するよう努めます。また、中間組織や業界団体への

広報を強化し、国際協力イベントなどに積極的に出張サービスを実施します。   

 NGO相談員  
国際協力分野での経験や知識をもつ全国のNGOが外務省よりNGO相談員として委嘱を受

け、NGOの国際協力活動や参加方法に関する質問、 NGOの設立や管理・運営に関する質問

などにお答えします。 

また、国際協力に関する行事に参加して相談業務や講演を行う「出張相談サービス」も

行っています。 

 

▼企業・労働組合・各種団体のみなさま 
 ・社会貢献活動のパートナーや寄付先など、適切な団体をご紹介します 

 ・教育プログラムや研修で国際協力をとりあげたい場合、企画づくりに 

  ご協力します 

▼中間支援団体・国際交流協会・ボランティアセンターのみなさま 

 ・国際協力やNGOに関する相談を代わってお受けします 

 ・講座やイベントの講師を派遣、ご紹介します 

▼NPO/NGOのみなさま 

 ・NGO活動や組織運営の悩みに、経験を生かしてコンサルティング 

  します 

▼個人の方 
 ・寄付先、ボランティア先など、ご希望に添える団体をご紹介します 

 ・NGOの設立・法人化の際、他団体の例を紹介しながらアドバイスします 

 
NGO相談員について、詳しくは外務省のウェブサイトをご覧ください！ 

→http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shimin/oda_ngo/shien/soudanin.html 
（または、「NGO相談員」で検索） 
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５．NGO活動に関する人材育成事業 

2011年度活動・成果報告 

▼セミナー・研修の実施をとおしてNGOの組織強化に取り組みました。 

JICA-NGO連携による実践的参加型コミュニティ開発研修コース 
過去13年間実施し参加者から高い評価を得ている、NGOや地方自治体のスタッフを対象とし

た研修コースです。2011年度は8カ国12人の研修員が参加しました。 
コミュニティ開発に関わる外部者に必要とされる態度やコミュニケーションスキルと近代化

による社会変容を二つの柱として、講義、ディスカッション、ワークショップ、フィールド

ワークなどをとおして日本社会や研修員の所属団体のプロジェクトを分析し、アクションプ

ランを作成しました。研修のうち１日をオープンセッション日とする（NGOスタッフ向けに

オープンにして、研修員と意見交換する）、東日本大震災を受け、宮城県（仙台市、東松島

市）へのフィールドワークといった新しい取り組みも行いました。 

日本のNGO/NPOスタッフも参加できるのが本研修の特徴の一つで、それぞれの経験を学び

あえる貴重な機会となっています。実施して10年を超えることから、フォローアップの必要

性が議論され、帰国研修員を対象としたアンケート調査を行いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
NGO組織強化のためのアドバイザー派遣 
国際協力NGOの国内事務所に専門知識を持ったアドバイザーを派遣する、JICA地球ひろば

「NGO組織強化のためのアドバイザー派遣」制度の登録団体として、アドバイザーの派遣や

制度利用に関する相談対応を行っています。2011年度は3団体に派遣しました。 

  １．（財）神戸学生青年センター：ウェブサイトのリニューアル 
  ２．（特活）JIPPO：法令に則った会計報告資料の作成 
  ３．（特活）とんだばやし国際交流協会：アカウンタビリティとコンプライアンスを兼  

                     ね備えた会計報告資料の作成  
 

セーフ・トラベル・セミナー 
スタディツアーの危機管理をテーマに、感染症対策

や旅行業法、旅行保険について専門家や他団体の取

り組みから学ぶ機会を提供しています。2011年度は

第5回目となるセミナーを開催しました。 
①ワークショップで学ぶ旅行保険と旅行業法 
②ワークショップと講演『感染症の基礎知識、初期

の判断と対応』 

NGOスタッフの能力強化や次世代のNGOの担い手を育成するための学びの機会を

提供します。 
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NGO人材育成研修 地域NGO提案型研修  
JICA地球ひろば主催で、NGOの組織強化を目的に、

地域のニーズに沿った研修内容を提案、実施する事

業です。 

本年度は、研修参加者が、国内外で発生した自然災

害に対する復興支援活動や防災対策の経験・知見の

整理、議論、経験共有をとおして、「防災コミュニ

ティ」に求められる基本的な考え方や取り組み手法

を共有し、学ぶことを目的とする全4回の研修を実

施しました。バングラデシュから専門家を講師とし

て招聘しました。 

本研修の企画に関しては、理事／加盟団体である（特活）CODE海外災害援助市民センター

の協力をいただきました。 
 

インターン・ボランティア受け入れ 
NGOや国際協力分野での活動に関心を持つ方を対象に、1999年度よりインターンを受け入れ

ています。2011年度は開発教育担当と政策提言担当計2人のインターンを受け入れました。 

2012年度活動計画 
▼昨今の社会情勢に合った、また、より多くのニーズにこたえられるような学びの機会を提

供します。 

JICA-NGO連携による実践的参加型コミュニティ開発研修コース 
本研修の特徴の一つである、日本のNGO/NPOスタッフの研修参加を促進し、それぞれの経

験を学び合える機会をつくっていきます。 
 

NGO組織強化のためのアドバイザー派遣 
本年度は「その他分野」が新設され、中期計画や組織運営に関するアドバイザーの派遣にも

対応できるようになりました。申請を検討している団体のさまざまなニーズに対応し、組織

強化につなげられるような提案を行います。また、本事業のプロセスを通じて、加盟団体と

のネットワーク強化や、関西地域のNGOとのネットワーク構築にも活かしていきます。 

  

NGO人材育成研修 地域NGO提案型研修  
2011年度を継続発展させた企画で申請する予定です。  

 

セーフ・トラベル・セミナー 
現実に生じた事故の事例から、多角的に事故対応のはずせないポイントと手順を学びます。 

 

インターン・ボランティア受け入れ 
広報担当、政策提言担当と開発教育担当のインターンを受け入れる予定です。 
また、ボランティアに関しては、関心のある活動に参加していただけるよう活動内容ごとの

ボランティア受け入れを行います。 
インターン・ボランティアともに活動の評価、ふりかえりをじっくり行います。 
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会計報告  
2011年度収支決算および2012年度収支予算 
2011年度収支決算 自2011年4月1日 至2012年3月31日（単位：円） 

2012年度収支予算 自2012年4月1日 至2013年3月31日（単位：円） 

貸借対照表 2012年3月31日現在（単位：円） 
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監査報告 
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2011年度の会員、ご支援について 
（敬称略、五十音順） 

関西NGO協議会 加盟団体（正会員・準会員） 

▼京都地区 
特定非営利活動法人 アクセス－共生社会をめざす地球市民の会(ACCE) 

住所  〒612-0029 京都府京都市伏見区深草西浦町4-78 村井第一ビル2階7号 

TEL/FAX 075-643-7232 
公益財団法人 京都YMCA 

住所 〒604-8083 京都市中京区三条通柳馬場東入ル 

TEL/FAX   075-231-4388/075-251-0970    

特定非営利活動法人 JIPPO 
住所 〒600-8501 京都市下京区堀川通花屋町下ル本願寺門前町 

TEL/FAX  075-371-5210/075-371-5240 
特定非営利活動法人 テラ・ルネッサンス 

住所 〒600-8191 京都市下京区五条高倉角堺町21番地 jimukinoueda bldg. 403号室 

TEL/FAX  075-741-8786    

財団法人 日本クリスチャンアカデミー関西セミナーハウス活動センター 
住所  〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町23 
TEL/FAX  075-711-2117/075-701-5256   

公益社団法人 日本国際民間協力会（NICCO） 
住所 〒604-8217 京都市中京区六角通新町西入西六角町101番地 

TEL/FAX  075-241-0681/075-241-0682 

特定非営利活動法人 リボーン・京都 
住 所 〒604-8217 京都市中京区六角通新町西入西六角町101番地 

TEL/FAX  075-213-1731 

▼大阪地区 
公益社団法人 アジア協会アジア友の会（JAFS） 

住所 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-2-14 肥後橋官報ビル5階 

TEL/FAX 06-6444-0587/06-6444-0581 
一般財団法人 アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪） 

住所 〒550-0005 大阪市西区西本町1丁目7－7 高砂堂ビル8階 

TEL/FAX 06-6543-7002 /06-6543-7004      
特定非営利活動法人 アジアボランティアセンター 

住所 〒530-0013 大阪市北区茶屋町2-30 
FAX 06-6376-3548 

特定非営利活動法人 アーユス仏教国際協力ネットワーク（担当 関西事務局） 
住所 〒532-0006 大阪市淀川区西三国2-12-43 NGO自敬寺内 

TEL/FAX  06-6395-3987/06-6391-4567 
特定非営利活動法人 インドマイトリの会 

住所 〒553-0003 大阪市福島区福島6丁目20-2 チェリーヒルビル207号 

TEL/FAX  06-6454-0893 
ウータン・森と生活を考える会 

住所 〒530-0015 大阪市北区中崎西1-6-36 サクラビル新館308 

TEL/FAX  06-6372-1561/072-252-0505 
特定非営利活動法人 AMネット 

住所  〒531-0064 大阪市北区国分寺1-7-14  国分寺ビル6階 

E-mail amnetosaka@yahoo.co.jp 
オイコクレジット・ジャパン 

住所  〒564-0051 大阪府吹田市豊津町43-27 

TEL/FAX  06-6339-3983 
公益財団法人 大阪YMCA 

住所 〒550-0001 大阪市西区土佐堀1丁目5番6号 

TEL/FAX  06-6441-0894/06-6445-0297 
公益財団法人 大阪YWCA 

住所  〒530-0026 大阪市北区神山町11-12 

TEL/FAX  06-6361-0838/06-6361-2997 
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特定非営利活動法人 開発教育協会（DEAR）大阪事務所 
住所 （大阪）〒589-8585 大阪府大阪狭山市今熊2-1823 帝塚山学院大学リベラルアーツ学部 

                  リベラルアーツ学科 岩崎裕保研究室気付  

         （東京）〒112-0002 東京都文京区小石川2-17-41 富坂キリスト教センター2号館3階 

TEL/FAX  06-6374-5119 
特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか（TIFA） 

住所 〒560-0022 大阪府豊中市本町3-3-3 

TEL/FAX  06-6840-1014 
シャプラニール地域連絡会大阪 

TEL/FAX  06-6762-8354 
公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン(SCJ) 大阪事務所 

住所 〒541-0043大阪市中央区高麗橋2-2-3 ツクダビル3F 
TEL/FAX  06-6232-7000/06-6232-7001 

公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）関西事務局 
住所 〒530-0013 大阪市北区茶屋町2-30 

TEL/FAX  06-6359-7277/06-6359-7278 
一般財団法人 日本国際飢餓対策機構（JIFH） 

住所 〒581-0032 大阪府八尾市弓削町3-74-1 
TEL/FAX  072-920-2225/072-920-2155 

パレスチナの平和を考える会 
住所 〒540-0038 大阪市中央区内淡路町1-3-11 シティコープ上町402号 市民共同オフィスＳＯＲＡ気付 

TEL/FAX  06-7777-4935/06-7777-4925 
特定非営利活動法人 ペイ・フォワード倶楽部 

住所  〒565-0842 大阪府吹田市千里山東2-27-3 

TEL/FAX  06-6330-0281 

認定NPO法人 緑の地球ネットワーク（GEN） 
住所  〒552-0012 大阪市港区市岡1-4-24 住宅情報ビル5F 

TEL/FAX  06-6576-6181/06-6576-6182 

▼奈良地区 
財団法人 奈良YMCA 

住所 〒631-0824 奈良市西大寺南町4-11 奈良YMCA国際・地域奉仕センター 

TEL/FAX  0742-45-5920/0742-46-7563 

▼神戸・阪神地区 
特定非営利活動法人 アジア眼科医療協力会（AOCA） 

住所 〒663-8111 西宮市二見町4-7 

TEL/FAX  0798-67-3821/0798-67-3823 
特定非営利活動法人 CODE海外災害援助市民センター 

住所 〒652-0801 兵庫県神戸市兵庫区中道通2-1-10 
TEL/FAX  078-578-7744/078-574-0702 

財団法人 神戸学生青年センター 
住所 〒657-0064 神戸市灘区山田町3-1-1 
TEL/FAX  078-851-2760/078-821-5878 

公益財団法人 神戸YMCA 
住所 〒650-0001 神戸市中央区加納町2-7-15 
TEL/FAX  078-241-7204/078-241-3619 

特定非営利活動法人 ソムニード関西事務所 
住所 〒650-0022 兵庫県神戸市中央区元町通6-7-9 神戸元町NPOポート内 

TEL/FAX 078-360-3607 
公益財団法人 PHD協会 

住所  〒650-0022 兵庫県神戸市中央区元町通5-4-3 元町アーバンライフ202号 

TEL/FAX   078-351-4892/078-351-4867 
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▼準会員（個人） 
秋葉武（立命館大学産業社会学部） 

伊藤公男（横浜市職員） 

梅田章二（大阪中央法律事務所） 

遠藤衛 

（（特活）国際協力NGOセンター政策アドバイザー） 

大林稔（龍谷大学経済学部） 

岡島克樹（大阪大谷大学人間社会学部） 

奥本京子（大阪女学院大学国際・英語学部） 

加藤良太（OIKOLABO） 

川村暁雄（関西学院大学人間福祉学部） 

喜多幡佳秀（ATTAC関西グループ） 

君島東彦（立命館大学国際関係学部） 

黒河内繁美 

（コープ自然派ピュア大阪・避難者と未来をつくる会） 

坂西卓郎（（公財）PHD協会） 

中尾秀一 

（（公財）アジア福祉教育財団難民事業本部関西支部） 

中田豊一（（特活）ソムニード） 

西谷文和（イラクの子どもを救う会） 

新田和宏（地球市民教育総合研究所） 

新田幸夫（アイユーゴー －途上国の人と共に－） 

秦辰也（近畿大学総合社会学部） 

浜田進士（関西学院大学教育学部） 

濱西栄司（ノートルダム清心女子大学） 

藤井浩子（（特活）国際子ども権利センター（シーライツ）） 

伏見ゆず 

マイク小山（アトラス航空サービス） 

宮下和佳（（特活）ソムニード関西事務所） 

向井一朗（桜美林大学） 

山本愛（（財）とよなか国際交流協会） 

 

他、個人3人 

 

▼賛助会員（10団体、43人） 
NGO自敬寺 

（株）マイチケット 

龍谷大学ボランティア・NPO活動センター 

（特活）エンジェルズアーク 

（宗）真如苑 

（宗）應典院 

大阪大学大学院人間科学研究科国際協力学 

大阪大学グローバルコラボレーションセンター 

日本労働組合総連合会大阪府連合会  

フェア&チャレンジビジョン 

   

個人 43人 

 
 
 

ご支援・ご協力くださったみなさま 
（公財）大阪国際交流センター 

オリンパスイメージング（株） 

（株）廻船問屋（マチウケル！、ClickAid） 

外務省 

近畿労働金庫 

グリーン家電エコポイント事務局 

（特活）国際協力NGOセンター 

（独法）国際協力機構大阪国際センター（JICA大阪） 

（独法）国際協力機構兵庫国際センター（JICA兵庫） 

（独法）国際協力機構広尾センター（JICA地球ひろば） 

 

 

 

住宅エコポイント事務局 

（宗）真如苑 

日本基督教団 大阪聖和教会 

（一財）日本国際協力システム 
パナソニック（株） 

（株）福市 

ユナイテッドピープル（株）（イーココロ！） 

（株）ユニファクター 

龍谷大学       

個人17人 

 

 

当会の事業に様々なかたちでご協力・ご支援いただきました。 
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役 員 
代表理事 （財）神戸学生青年センター       飛田  雄一  

副代表理事（特活）アーユス仏教国際協力ネットワーク関西事務局 服部 隆志  

理事  （特活）CODE海外災害援助市民センター     村井  雅清 

理事  （公社）日本キリスト教海外医療協力会 関西事務局      渋江  理香 

理事  認定NPO法人 緑の地球ネットワーク      高見 邦雄 

理事   （特活）アクセス―共生社会をめざす地球市民の会   森脇 祐一  

理事   （公財）大阪YWCA          宮崎 祐  【退任】 

                               中山 羊奈 【新任】 

理事   （特活）関西NGO協議会 事務局長       奥谷 充代  

監事  大阪市立大学大学院創造都市研究科      柏木 宏 

監事  （公社）アジア協会アジア友の会       田中 壽美子【退任】 

                               熱田 典子 【新任】 

 

提言専門委員会 
三輪 敦子（（特活）AMネット）    岡島 克樹（個人会員）  

加藤 良太（個人会員）      川村 暁雄（個人会員) 

中田 豊一（個人会員）       

村井 雅清（（特活）CODE海外災害援助市民センター）【新任】 

藤野 達也（（公財）PHD協会）【退任】 

 

顧問 
平田 哲、榛木 恵子 

 

事務局 
事務局長 奥谷 充代  

田中 十紀恵、古寺 瑞代、瀬良 香織 

池田 悦子（外務省NGO研究会担当）、高橋 美和子（パナソニック提供龍谷講座in大阪 担当）           

インターン、ボランティア 約40人 
 

組織 （2012年3月31日現在） 
 

正会員・準会員（団体） 
（ 33団体） 

理事会 

監事 

 

準会員（個人） 
（30人） 

関西NGO大学運営委員会 

提言専門委員会 

 

賛助会員 
（10団体、 
個人43人） 

事務局 
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関西NGO協議会とは 
関西地域に拠点を置いて国際協力活動をおこなうNGO間の連携を促進し、それぞれの活動が

より充実することを目的としたネットワーク型NGOです。 

1985年、従来から交流のあった関西のNGO関係者が集まって「関西NGO連絡会」を結成しま

した。学習会や交流会を重ねる中で、連絡より一歩進んだ積極的、実務的なネットワーク団

体を発足する機運が高まり、1987年6月16日に設立されました。 

 

私たちのミッション 
特定非営利活動法人関西NGO協議会は、人道的動機に基づき、市民のイニシアティブにより

設立され、かつ民主的に運営されている非営利の市民組織として、開発・人権・環境などの

分野における国際的な協力活動を主目的とする団体（NGO）間の協力関係を促進し、これら

の団体の健全な発展に寄与するとともに世界平和に貢献することを目的としています。 
 

 

沿 革 
1985 「関西NGO連絡会」発足、「学習会」「交流合宿」など実施 

1987 「関西国際協力協議会」設立（事務局（財）大阪YMCA内）、「関西NGO大学」開始 

1994 「関西NGO協議会」と改称 

1995 阪神・淡路大震災 

1996 NGO・外務省定期協議開始、NGO側メンバーとして参加 

1997 事務局の移動（（財）大阪YMCA内からアジアボランティアセンター内） 

1998 国際協力事業団（JICA）大阪国際センターとの協働「NGOとの連携による参加型村  

    落開発」研修コース開始 

  NGO・JICA協議会開始、NGO側メンバーとして参加 

1999 現事務所に移転 

   外務省NGO活動環境整備支援事業「NGO相談員」を受託 

    （～2006年、2008年～2011年） 

2000 提言専門委員会を設置 

2003 特定非営利活動法人（NPO法人）として認証・設立 

2004 「関西NGO協議会NGO活動・運営指針」を策定 

2006 JBIC解体・ODA一元化議論に関する国際協力NGOの共同提言に参加 

2007 アジア開発銀行京都総会・市民フォーラム事務局を務める 

   設立20周年記念 加盟団体合同写真展「子どもをとおしてみる世界」を開催 

2010 「過去に実施されたODAの問題点の検証を求める提言」を日本政府に提出 

関西NGO協議会について  



   

 

 

会員制度のご案内 
 

関西NGO協議会は、関西の国際協力NGO35団体があつまったネットワークです。 

1987年の設立以来、国際協力への参加者を広げ、それぞれのNGOが世界的な課題の解決に

向けて活動するのをサポートしてきました。 

あなたのご入会／ご寄付が、「関西発」の国際協力活動を広げます！ 

 

▼NGOや国際協力にたずさわっており、他団体とのネットワークをつくりたい方 
正会員・準会員として関西NGO協議会の活動にご参加ください！ 

①関西を拠点に活動しているNGOとのネットワークのほか、ボランティア希望者、活動 

 協力や寄付を希望している企業・団体への紹介など、各種マッチングをおこないます 

②組織や活動へのサポートが得られます 

③議決権を持つ会員として、関西NGO協議会の活動を動かすことができます（正会員のみ） 

 

▼NGOの情報がほしい、まとめて関西のNGOを応援したい方 
賛助会員として関西NGO協議会の活動をご支援ください！ 

①メールマガジンや関西の国際協力NGOの動向が一覧できるブックレットをお届けする 

 など、最新の国際協力情報が得られます。 

②ボランティアをしたい、国際協力に関するイベントをしたい、就職したい…などの相談   

 を、何度でも無料ですることができます 

③関西NGO協議会が主催するセミナー等への参加費割引など、お得に／気軽に、国際協力  

 に参加できます。 

 

 ※議決権はありませんが、会員総会に参加し、ご発言いただけます。 

 

 

 

 

 年会費 入会金 

正会員 30,000円 20,000円 

準会員（団体・個人） 10,000円 10,000円（団体のみ） 

賛助会員（団体） 一口10,000円～ なし 

賛助会員（個人） 一口5,000円～ なし 
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